
　東日本大震災で甚大な被害を受けた宮城県では、災害対応能力の強化、環境負荷の低減、経済波及効果等が期待できる水素エネ
ルギーの普及を「創造的復興」に向けた重点施策の一つに位置付け、平成27年6月に策定した「みやぎ水素エネルギー利活用推進ビ
ジョン」に基づき、様々な取組を積極的に進めています。
　その一環として、県では、水素を使って走るFCVを率先導入し、県民の皆様が水素エネルギーを身近に感じていただけるよう、FCV
を実際に「見て」、「触れて」、「乗って」いただくなど、普及啓発に幅広く活用しています。

燃料電池自動車（FCV：Fuel Cell Vehicle）は、
車載タンクに充填された水素と空気中の酸素の化学反応によって

発生した電気を使い、モーターを回して走る自動車です。

❶走行時に排出するのは水だけで、地球温暖化の原因となる
二酸化炭素や有害な大気汚染物質を排出しません。

❷モーターによって走行するため音が静かです。
❸長距離走行が可能で、燃料の水素を充填する時間も３分

程度とガソリン車並の使い勝手です。
❹自動車から大容量の電気を外部に供給することが可能で、

非常電源としても活用できます。（一般家庭で約１週間分） ❶外部から取り入れた空気（酸素）と、水素タンクの水素を
燃料電池に送ります。

❷燃料電池の中で水素と酸素が化学反応し発電します。
　反応後は水が生成され、車外へ排出されます。

❸発電した電気でモーターを回して走行します。

◎｢水の電気分解｣は、水に電気を通すと水素と酸素が発
生しますが、燃料電池は、この逆の反応で、水素と酸素
を使って、電気を作る仕組みです。

❶可搬型のため様 な々場所で使用可能
❷排気ガスゼロで静かに稼働
❸災害時でも安定的な電源供給が

可能　
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外部給電器は、FCVで発電した電気を家庭用の電源に変換
するための装置です。

FCVの特徴

可搬型外部給電器（POWER EXPORTER 9000）

FCVの仕組み
※車種によって、構造は異なります

宮城県が水素エネルギーの利活用に取り組む意義
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